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今号の主な記事
平成 ２８年度上半期財政状況の公表  ……2面
郷土博物館 冬のプラネタリウム  ………3面
民生委員・児童委員が
             　　　　　　新たに決まりました  ……4面
東大和元気ゆうゆう体操で
                 　　　　　　　健康寿命アップ     ………          5面
市職員の給与・勤務条件等を公表     …          6・7面

交通災害のない安全なまちづくり
に取り組むことを決意し、ここに、
東大和市を交通安全都市とする
ことを宣言する。

〔東大和市交通安全   　　
　　　　　   都市宣言（抄） 〕

市役所の窓口業務 
～12月は28日（水）まで、1月は4日（水）から～ 

年内の手続き等はお早めに 

市役所の窓口業務 
　今年も残りわずかとなりました。年内の市役所の窓口業
務は28日貉までで終わり、29日貅から来年の1月3日貂
まで休みになります。 
　年末の休み近くになると、市民課などの各窓口は大変混
雑しますので、手続きはお早めに済まされるようお願いし
ます。また、ご家庭や事業所等の大掃除なども早めに行い、
ごみの排出が一時期に集中しないようご協力をお願いします。 

　

年
末
年
始
は
、
多
く
の
医
療

機
関
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
急

な
体
調
不
良
に
備
え
、
夜
間
等

に
受
診
で
き
る
医
療
機
関
を
早

め
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
休
日
急
患
診
療
所
】（
立
野
１

―
１
０
３
４
―
２
、
�　

―　
０４２

５６４

―
８
１
８
１
）

　

市
で
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
等
に
宅
地
内
の
排
水
管
（
排

水
設
備
）
の
詰
ま
り
な
ど
が
発

生
し
た
時
に
、
市
が
委
託
し
て

い
る
下
水
道
工
事
事
業
者
が
修

繕
等
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
も
対
応
し
ま
す
の

で
、緊
急
の
場
合
は
市
役
所（
�

　

―　

―
２
１
１
１
）
ま
で
ご

０４２

５６３

連
絡
く
だ
さ
い
。
市
の
委
託
業

者
が
お
伺
い
し
て
対
応
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
９
時　

分
３０

▽
費
用　

全
額
自
己
負
担

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
５
ま
で
。

 年末年始のごみ・資源物収集日程

1 月12  月

4日貉1日豸～ 3日貂31日貍30日貊29日貅28日貉

容プラ収集なし収集
なし

収集
なし可燃容プラ

芋窪・蔵敷・
上北台・立野

紙・布収集なし収集
なし可燃収集

なし紙・布
湖畔・奈良橋・
高木・中央・南街

缶・びん・
スプレー缶類収集なし収集

なし可燃紙・布ペット
ボトル

狭山・清水・清原・
新堀・多摩湖

容プラ収集なし収集
なし紙・布可燃容プラ

仲原・向原・
桜が丘

※当日、朝 8 時までに所定の場所に出してください。収集後に出されたものは、回収
　できません。

◎
市
民
課
の
窓
口
業
務

▽
届
出
・
登
録
・
証
明
書
等　

転

入
・
転
出
・
転
居
届
、
戸
籍
の

届
出
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明

書
の
発
行
等
は
、
年
内
が　

日
２８

貉
ま
で
、
新
年
は
４
日
貉
か
ら

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻

届
、出
生
届
、死
亡
届
等
）
は
、

休
み
の
間
で
も
市
役
所
の
夜

間
・
休
日
受
付
窓
口
で
お
預
か

り
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

◎
各
施
設
の
休
館
・
休
場
日

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
場
日

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の
土
曜

窓
口
業
務

　
　

月　

日
貍
の
市
役
所
（
本

１２

３１

庁
舎
）
の
土
曜
窓
口
業
務
は
お

休
み
で
す
。
年
始
は
、
１
月
７

日
貍
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

表　年末年始施設利用　　■休館・休場日　□平常業務
１月12月

区　　　分
5 日 貅4 日 貉1 日 豸 ～ 3 日 貂29日 貅～ 3 1 日 貍2 8日 貉2 7日貂

12 月   31日 の土曜窓口はお休みです。
市 役 所 の 窓 口 業 務
（ 清 原 市 民 セ ン タ ー を 含 む ）

ハ ミ ン グ ホ ー ル
児 童 館福

祉
施
設
等

保 健 セ ン タ ー
子ども家庭支援センター

老 人 福 祉 館
東大和市ロン ドみんなの体育館運

動
施
設

※野球場は1・2月は使用できません。
東大和市ロンドテニススクエア・
東大和市ロンド上仲原野球場
東大和市ロンド桜が丘フィールド
公 民 館

教
育
施
設

地区会館 (奈良橋・新堀・向原・清原 )

地区集会所 (桜が丘市民センター含む )

12 月   26日 豺 からお休みします。郷 土 博 物 館
中 央 ・ 桜 が 丘 図 書 館

12 月   26日 豺 からお休みします。清 原 図 書 館

1 月 11日 貉 から巡回開始12月 21日 貉 で巡回終了移動図書館（みずうみ号）
※桜が丘図書館の返却ポストは 12月 28日 貉  ～  1 月 4 日貉 の間、閉鎖します。
※みずうみ号ステーション及び東大和市駅前の返却ポストは 12月 28日貉 ～ 1 月 4 日 貉の間、閉鎖します。

▽
診
療
日　
　

月　

日
貅
〜
１

１２

２９

月
３
日
貂

▽
科
目　

内
科
・
小
児
科

▽
受
付
時
間　

午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分
／
午
後
１
時
〜
３
時　

４５

４５

分※
保
険
証
を
ご
持
参
（ 

受
給

者
証
、 

医
療
証
、 

医
療
証

を
お
持
ち
の
方
は
併
せ
て
ご
持

参
）
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
東
大
和
病
院
】（
南
街
１
―　
１３

―　

、
�　

―　

―
１
４
１
１
）

１２

０４２

５６２

　
　

月　

日
貊
〜
１
月
３
日
貂

１２

３０

の
間
は
、
一
般
外
来
診
療
を
休

診
し
ま
す
。
な
お
、
救
急
診
療

は　

時
間
態
勢
で
行
い
ま
す
。

２４

　

ま
た
、
こ
の
期
間
の
小
児
初

期
平
日
準
夜
間
診
療
は
、　

月
１２

　

日
貊
の
み
実
施
し
ま
す
。
受

３０診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
電
話

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
公
立
昭
和
病
院
】（
小
平
市

花
小
金
井
８
―
１
―
１
、
�　
０４２

―　

―
０
０
５
２
）

４６１

　
　

月　

日
貅
〜
１
月
３
日
貂

１２

２９

の
間
は
、
一
般
外
来
診
療
を
休

診
し
ま
す
。

　

救
急
診
療
は
通
常
通
り
行
い

ま
す
が
、
生
命
危
機
を
伴
う
重

い
け
が
・
重
い
病
気
の
患
者
を

優
先
的
に
診
療
し
ま
す
。
来
院

の
際
は
、
事
前
に
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
祝
日
等
歯
科
応
急
診
療
】

　

祝
日
及
び
年
末
年
始
に
、
歯

科
応
急
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

急
な
歯
の
痛
み
な
ど
、
救
急
の

場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
実
施
日　
　

月　

日
貊
及
び

１２

２３

　

月　

日
貅
〜
１
月
３
日
貂

１２

２９

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

年
末
年
始
の 

     

医
療
機
関 

歯
科
応
急
診
療
も
実
施 

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、　
１２

月　

日
豺
〜　

日
貊
の
間
、
歳

２６

３０

末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
空
気
が

乾
燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
放
火
等

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
就
寝
の
前
に
は
火
の
元

の
確
認
や
家
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

午
後
８
時
〜　

時
１０

▽
場
所　

市
内
全
域
（
各
分
団

が
担
当
の
地
域
を
巡
回
し
ま
す
）

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

年
末
年
始
に 

排
水
管
が 

　
詰
ま
っ
た
ら 

東
大
和
市 

　
消
防
団
が 

　
　
歳
末
警
戒 

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ

～東大和市リサイクル標語～

マイ バッ グ   資源を入れて  お買い物
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■
予
算
の
執
行
状
況

　

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
平
成　

年
９
月

２８

　

日
現
在
の
歳
入
・
歳
出
予
算

３０現
額
（
当
初
予
算
額
に
補
正
予

算
額
及
び
平
成　

年
度
繰
越
事

２７

業
費
を
加
え
た
額
）
は
、
五
五

七
億
二
〇
七
万
五
、
〇
〇
〇
円

で
、
各
会
計
の
上
半
期
の
予
算

執
行
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
会
計

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額

２８

は
、
三
二
三
億
七
、
九
〇
〇
万

円
で
し
た
。
そ
の
後
の
補
正
予

算
に
お
い
て
、
国
や
都
の
補
助

金
や
繰
越
金
等
を
財
源
と
し
て
、

小
規
模
保
育
事
業
費
や
小
・
中

学
校
環
境
整
備
事
業
費
の
増
額

な
ど
を
計
上
し
、
前
年
度
決
算

に
よ
る
繰
越
金
等
を
財
源
と
し

て
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施

設
等
整
備
基
金
に
積
み
立
て
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
に
補
正
予
算
額

等
を
加
え
た
平
成　

年
９
月　

２８

３０

日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
三
四

〇
億
七
、
六
六
一
万
六
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
参

照
）。

○
特
別
会
計

　

各
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
等
は
、
表
１
・
表
２
の
と
お

り
で
す
。
各
会
計
と
も
、
そ
の

設
置
目
的
に
従
い
、
事
業
の
執

行
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

市
債
の
残
高
は
、
平
成　

年
２８

９
月　

日
現
在
で
約
二
九
〇
億

３０

五
三
三
万
三
、
〇
〇
〇
円
で
す

（
表
３
参
照
）。

　

下
水
道
会
計
に
お
い
て
は
残

高
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一

般
会
計
に
お
い
て
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
借
入
れ
な
ど
に
よ

り
、
残
高
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
の
借
入
額
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
注
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
１

参
照
）。

■
基
金
（
積
立
金
）
の
状
況

　

平
成　

年
度
は
、
学
校
給
食

２８

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
費
の
財
源

と
し
て
基
金
を
活
用
し
た
た

め
、
前
年
度
と
比
べ
減
少
し

て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

■
市
の
財
産

　

小
・
中
学
校
や
保
育
園
等

の
公
共
施
設
の
土
地
・
建
物

の
財
産
は
、
表
４
の
と
お
り

で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
財

政
課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

平
成
２８
年
度
上
半
期
 

財
政
状
況
の
公
表 

表１　一般会計及び特別会計の予算執行状況　　　　（平 成 28年 9月 30日現在）
執行率

 × 100

収入率

 × 100
支出済額収入済額予算現額区　分　

会計名   構成比
％％千円万億千円万億％千円万億

32.548.267,07511004,09316461.267,661340一 般 会 計

41.234.186,8554518,8063719.919,676110国民健康保険事業
特　

別　

会　

計

40.820.719,323885,34343.909,12121下 水 道 事 業

11.127.442,40605,9460.431,7002土地区画整理事業

34.335.644,7142143,0592211.306,69462介 護 保 険 事 業

32.521.44150689,60433.355,35418後期高齢者医療

34.742.0752519316,853233100.05207557合　　　　　　計

表 2　一般会計及び特別会計の予算の推移　　　　　（平 成 28年 9月 30日現在）

補正予算額（歳出）の主な内容予算現額前年度からの
繰越事業費補正予算額当初予算額区　分

 会計名 Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋ＣCＢＡ
総務費 2億 2,494万 9,000円増額
（東京都知事選挙費の計上、福祉関係返
還金の増額等）
民生費 7,955万 2,000円増額
（介護サービス事業者支援等事業費、小
規模保育事業費の増額等）
教育費 5,416万 2,000円増額
（教育センター運営費、小・中学校環境
整備事業費の増額等）
諸支出金 12億 2,412万 7,000円増額
（財政調整基金、公共施設等整備基金及び旧
日立航空機株式会社変電所基金積立金の計上）

千円万億千円万億千円万億千円万億

67,66134025,34744,4141607,900323一 般 会 計

前年度決算（精算）に伴う返還金 2,509万
1,000円及び一般会計繰出金8,800万8,000円
の計上等

19,676110031,958187,717109国民健康
保険事業特

別

会

計

維持管理費 1,185万 7,000円の減額、前
年度繰上充用金 382万 3,000円の計上等09,12121001,000△012122下水道事業

31,70020120221,4982土地区画
整理事業

前年度決算（精算）に伴う介護給付費等準備
基金積立金 1億 6,121万 7,000円の計上等06,69462056,3612533260介護保険

事 業
前年度決算（精算）に伴う一般会計繰出金
3,070万円の計上等55,35418053,87801,47618後期高齢者

医 療
520755725,34785,8142059,045535合　　　計

※平成24～27年度は決算数値、平成28年度は平成28年9月30日現在の数値。 

図１　市債（借入金）残高の推移 
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※平成24～27年度は決算数値、平成28年度は9月補正予算現在の見込み数値。 
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図2　基金（積立金）現在高の推移 
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日
本
画
家
・
吉
岡
堅
二
氏
の

住
宅
が
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
へ
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

　
　

月
末
に
文
化
審
議
会
で
審

１０
議
さ
れ
、
登
録
へ
の
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
は
決
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
正
式
に
決
ま
れ
ば

ア
ト
リ
エ
を
含
む
住
宅
や
、
長

屋
門
、
蔵
等
の
建
造
物
と
し
て

の
文
化
財
的
価
値
が
高
く
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
を
象
徴
す
る
建

造
物
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
的

景
観
に
寄
与
す
る
よ
う
今
後
も

公
開
を
行
い
、
管
理
し
て
い
き

ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

表 4　市の財産　　　　　（平成 28年 9月 30日現在）
内　　容面　　積区　　分

小学校、中学校、公民館、
公園、庁舎など

524,581㎡土　　地

141,244㎡建物（延床面積）

表 3　市債（ 借入金 ）の状況  （平成 28年 9月 30日現在）
構成比（％）残　　高区　　分

64.4186億 7,816万 9,761円一般会計

35.6103億 2,716万 3,371円下水道事業特別会計

100.0290億　533万 3,132円合計

旧
吉
岡
堅
二
邸
　
登
録
有
形
文
化
財
へ 

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「　

年
後

３０

の
市
の
姿
を
考
え
る
〜
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
〜
」
で
す
。

　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

�
第
１
回

：

１
月　

日
貉
午
後

２５

７
時
〜
８
時　

分
・
市
役
所
会

３０

議
棟
第
１
・
２
会
議
室

�
第
２
回

：

1
月　

日
貍
午
前

２８

　

時
〜　

時　

分
・
中
央
公
民

１０

１１

３０

館
視
聴
覚
室

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、

１
月　

日
貉
ま
で
に
企
画
課
へ

１１

フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―
５
９
３

０４２

５６３

２
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

確
認
の
フ
ァ
ク
ス
を
返
信
し
ま

す
の
で
、
申
込
者
の
フ
ァ
ク
ス

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

市
長
と
語
ろ
う
会
「
 
年
後
の
市
の
姿
を
考
え
る
」

30

▲吉岡堅二邸内部のアトリエの様子。左の写真は、吉岡堅二氏で
　す。奥には絵を描く道具が数多く保管されています。
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市
で
は
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
と
近
隣
市
と
の
共
催

で
、
就
職
に
関
す
る
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◎
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
面
接
会
に
向
け
、「
採
用

し
た
い
こ
ん
な
人
」
を
テ
ー
マ

に
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

１
月　

日
貊
午
後
２

１３

時
〜
４
時

▽
場
所　

ル
ネ
こ
だ
い
ら　

小

平
市
民
文
化
会
館
（
小
平
市
美

園
町
１
―
８
―
５
）

▽
定
員　
　

人
（
事
前
申
込
制
）

３０

◎
合
同
就
職
面
接
会

　

企
業
の
人
事
担
当
者
と
面
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

求
人
内
容
は
、
開
催
日
の
約
１

週
間
前
に
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩（
国
分
寺
市
南
町
３
―　
２２

―　

、 ２
階
）で
掲
示
す
る
ほ
か
、

１０
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
日
時　

１
月　

日
貂
午
後
１

１７

時
〜
４
時
（
受
付
は
午
後
０
時

　

分
〜
３
時
）

３０▽
場
所　

東
村
山
市
市
民
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
ン
パ
ル
ネ
（
東
村

山
市
野
口
町
１
―　

）
４６

▽
参
加
企
業　
　

社
１０

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
複
数
枚
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
京

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
�　

―
０４２

　

―
４
５
２
４
ま
た
は
産
業
振

３２９興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
は
、
冬
の
番
組
が
始
ま
り

ま
し
た
。

▽
期
間　

平
成　

年
３
月　

日

２９

１２

豸
ま
で
。

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
ど
の
番
組
で
も
星
座
解
説
が

あ
り
ま
す
。
投
影
途
中
で
の
入

退
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
定
員
は
、
毎
回　

人
１００

で
す
（
先
着
順
）。

◎
冬
番
組
「Snow

flake

〜
雪

は
天
か
ら
の
手
紙
」

　

雪
の
結
晶
は
六
角
形
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
気
温
や

気
象
条
件
に
よ
っ
て
で
き
方
は

違
い
ま
す
。
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
映
し
出
さ
れ
る
雪
の
結
晶
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
時
刻　

平
日
の
午
後
３
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
１

時
と
午
後
３
時
（
投
影
時
間
は

　

分
程
度
）

４５◎
冬
の
こ
ど
も
番
組
「
ぼ
く
た

ち
惑
星
８
兄
弟
」

　

国
語
、
算
数
…
太
陽
系
学
校

の
始
ま
り
で
す
。
太
陽
先
生
の

授
業
で
太
陽
系
の
こ
と
を
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。
大
人
に
も
子
ど

も
に
も
大
好
評
の
番
組
で
す
。

▽
時
刻　

土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
午
前　

時
（
投
影
時
間
は　

１１

４５

分
程
度
）

■
ク
リ
ス
マ
ス
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
へ
〜
２
つ
の
特
別
投
影

　
　

月　

日（
祝
日
）〜　

日
豸
、

１２

２３

２５

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
は
、
２
つ
の
特
別
投
影
を
行

い
ま
す
。
通
常
の
投
影
は
あ
り

ま
せ
ん
。
観
覧
料
は
、
通
常
の

番
組
と
同
じ
で
す
。

◎
特
別
投
影
「
ク
リ
ス
マ
ス
の

星
空
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
と
も

に
、
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
今
年
の
天

文
の
話
題
を
振
り
返
り
ま
す
。

職
員
が
直
接
、
お
話
を
す
る
投

影
で
す
。

▽
日
時　
　

月　

日（
祝
日
）、

１２

２３

　

日
貍
の
午
前　

時
・
午
後
１

２４

１１

時
・
３
時
、　

日
豸
の
午
前　

２５

１１

時
・
午
後
１
時
（
投
影
時
間
は

　

分
程
度
）

５０◎
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
に

よ
る
〜
星
空
の
下
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
な
ど
の
生

演
奏
と
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
投

影
は
、
定
員　

人
で
す
（
当
日

９０

先
着
順
）。

▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
後
３

１２

２５

時
開
演
（
投
影
時
間
は　

分
程

４５

度
）

■
星
空
さ
ん
ぽ
投
影

　

メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
で
、
夕

空
に
み
え
る
金
星
や
流
星
群
な

ど
、「　

年
の
天
文
現
象
」
を
先

２０１７

取
り
し
ま
し
ょ
う
。
職
員
が
直

接
、
お
話
を
す
る
投
影
で
す
。

▽
日
時　

１
月　

日
貍
・　

日

１４

１５

豸
午
後
１
時
か
ら
（
投
影
時
間

は　

分
程
度
）

５０
※
当
日
、
こ
の
時
間
の
通
常
の

番
組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

郷
土
博
物
館
 

冬
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
 

地域で就職したい方 　 
セミナーと 
面接会を開催します 

　

春
は
菜
の
花
畑
、
夏
は
ひ
ま

わ
り
畑
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
畑
と

季
節
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
三

ノ
倉
高
原
。
冬
は
最
高
の
雪
質

と
な
る
三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

「
日
本
一
好
い
て
る
ス
キ
ー

場
、
三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
」
で
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▽
期
間　
　

月　

日
貍
〜
３
月

１２

１７

　

日（
祝
日
）

２０▽
営
業
時
間　

午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で（
ナ
イ
タ
ー
は
、

午
後
５
時
か
ら
９
時
）

※
休
業
日
・
ナ
イ
タ
ー
の
み
の

営
業
日
が
あ
り
ま
す
。料
金
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場

�
０
２
４
１
―　

―
２
０
７
１

３６

へ
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kitakata-kanko.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

 友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」
 

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
 

日
本
一
”好
い
て
る
“
ス
キ
ー
場
 

す
 

■
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
「
は
じ

め
て
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
〜
６
個
引
出
し

付
き
手
元
ダ
ン
ス
を
つ
く
ろ
う
」

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
♪
初
心
者

の
方
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
進

め
ま
す
。

　

こ
の
講
座
を
機
会
に
公
民
館

活
動
や
地
域
活
動
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

１
月　

日
〜
２
月　

２４

２８

日
午
後
２
時
〜
４
時
（
毎
週
火

曜
日　

全
６
回
）

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
者
多
数

１５

の
場
合
は
抽
選
）

▽
講
師　

月
輪
廣
行
氏
（
１
級

技
能
士
、
２
級
建
築
士
、
現
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
リ
フ
ォ

ー
ム
班
リ
ー
ダ
ー
）

▽
持
ち
物　

電
動
ド
リ
ル
、
ノ

コ
ギ
リ
、
カ
ン
ナ
、
紙
や
す
り

（
受
講
決
定
者
に
は
あ
ら
た
め

て
詳
細
を
通
知
し
ま
す
）

▽
費
用　

七
、
五
〇
〇
円
（
材

料
費
等
）

▽
申
込
み　

１
月
５
日
貅
ま
で

に
狭
山
公
民
館
�　

―　

―
２

０４２

５６５

７
０
０
ま
で
（
日
・
月
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）。

■
初
心
者
の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
体
験
講
座

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
っ
て

い
る
が
使
っ
て
い
な
い
方
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
興
味
は
あ
る

が
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
、

集
ま
っ
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
日
時　

１
月　

日
〜
２
月　

２７

１０

日
午
前　

時
〜
正
午
（
毎
週
金

１０

曜
日　

全
３
回
）

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
者
多
数

１０

の
場
合
は
抽
選
）

▽
講
師　

鈴
木
博
美
氏
（
東
大

和
市
民
ネ
ッ
ト
会
員
）

▽
費
用　
　

円
（
資
料
代
）

５００

▽
申
込
み　
　

月　

日
貉
〜　

１２

２１

２８

日
貉
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

上
北
台
公
民
館
�　

―　

―
２

０４２

５６７

６
９
１
ま
で
（
受
付
は
電
話
ま

た
は
窓
口
の
み
。
日
・
月
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）。

公民館の講座 

・はじめてのDIY 
・タブレット体験 

　

狭
山
緑
地
に
は
、
カ
タ
ク
リ

の
自
生
地
が
あ
り
、
カ
タ
ク
リ

の
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た

め
に
は
落
葉
か
き
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
で
落
葉
か
き
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

狭
山
緑
地
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
雑
木
林

の
会
」
の
協
力
で
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
（
親
子
で
の
参
加
歓
迎
・
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
日
時　

１
月
７
日
貍
午
前　
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は　
１５

日
豸
）

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
に
郷

３０

土
博
物
館
前

▽
募
集
人
数　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、

軍
手
、汚
れ
て
も
よ
い
服
装（
長

袖
長
ズ
ボ
ン
）、
帽
子

▽
申
込
み　
　

月　

日
貅
ま
で

１２

２２

に
環
境
課
・
内
線
１
２
７
１
ま

で
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
 

カ
タ
ク
リ
の
花
を
 

　
　
咲
か
せ
る
た
め
の
落
ち
葉
か
き
 

　

清
原
図
書
館
は
、
平
成　

年
２９

１
月　

日
貅
に
開
館　

周
年
を

１９

１０

迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

　

月
か
ら
１
月
末
ま
で
、
さ
ま

１２ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
清
原
図

書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
本
の
福
袋　

　

図
書
館
で
選
ん
だ
本
を
、
子

ど
も
向
け
、
一
般
向
け
な
ど
数

冊
セ
ッ
ト
に
し
て
貸
出
し
ま

す
。
何
が
入
っ
て
い
る
か
は
、

借
り
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。　
１２

月　

日
貉
〜　

日
豸
の
１
日　

１４

２５

１０

セ
ッ
ト
限
定
で
す
。

◎
う
ま
べ
ぇ
を
さ
が
せ
！

　

清
原
図
書
館
に
隠
れ
て
い
る

う
ま
べ
ぇ
マ
ー
ク
を
、
ヒ
ン
ト

を
た
よ
り
に
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム

で
す
。　

月　

日
貅
〜
１
月
８

１２

２２

日
豸
の
開
館
時
間
内
に
挑
戦
で

き
ま
す
。

◎
ぬ
い
ぐ
る
み
お
泊
り
会

　

お
子
さ
ん
愛
用
の
ぬ
い
ぐ
る

み
が
清
原
図
書
館
に
泊
ま
っ
て

冒
険
を
し
ま
す
。
小
学
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が

対
象
で
す
。
１
月　

日
貉
午
後

１８

３
時
か
ら
の
「
ぬ
い
ぐ
る
み
と

い
っ
し
ょ
の
お
は
な
し
会
」
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際

に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
預
か
り
し

ま
す
。
１
月　

日
貊
に
ぬ
い
ぐ

２０

る
み
を
お
返
し
す
る
際
に
、
お

泊
り
の
様
子
の
写
真
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▽
定
員　
　

人
（
応
募
者
多
数

２０

の
場
合
、
市
内
在
住
の
方
を
優

先
の
上
、
抽
選
）

▽
申
込
み　
　

月　

日
貊
〜　

１２

１６

２５

日
豸
の
間
に
清
原
図
書
館
ま
で
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
清
原

図
書
館
�　

―　

―
２
９
４
４

０４２

５６４

ま
で
。

清
原
図
書
館
開
館
 
 周
年
イ
ベ
ン
ト

・
本
の
福
袋
 

・
う
ま
べ
ぇ
を
さ
が
せ
！
 

・
ぬ
い
ぐ
る
み
お
泊
り
会
 

10�
昨
年
度
の
落
ち
葉
か
き
の
様
子
。

集
め
た
落
ち
葉
は
堆
肥
に
し
ま
す
。

玉川上水駅北側そばの東大和市ふれあい広場は、12月 29日（木）から 1月 3日（火）までは休業です。通常の開業
時間は午前 11時から午後 6時まで、休業日は毎週木曜日です／問合せ　東大和市ふれあい広場 � 042 － 565 － 1071 へ
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民
生
委
員
法
に
よ
る
民
生
委

員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児

童
委
員
を
兼
任
し
、
地
域
福
祉

の
推
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
３
年
に
一
度
の
一
斉

改
選
が
行
わ
れ
、　

月
１
日
付

１２

で　

人
の
方
が
、
厚
生
労
働
大

６０
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
表

１
〜
３
参
照
）。

▽
任
期　

平
成　

年　

月
１
日

２８

１２

か
ら
平
成　

年　

月　

日
ま
で

３１

１１

３０

の
３
年
間
で
す
。

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動【
社
会
福
祉
の
ア
ン
テ
ナ
と
し

て
】

　

生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
い
た
り
、
悩
み
や
要

望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
パ
イ
プ
役
と
し
て
】

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に

つ
い
て
、
行
政
や
関
係
機
関
と

連
携
・
相
談
を
行
う
パ
イ
プ
役

と
な
り
ま
す
。

【
地
域
福
祉
の
代
弁
者
と
し
て
】

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点

や
改
善
点
に
つ
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
等
に
意
見
を

届
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

【
告
知
板
と
し
て
】

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
お

知
ら
せ
し
、
多
く
の
人
が
よ
り

良
い
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

【
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
】

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

の
高
齢
者
の
方
を
見
守
り
、
相

談
を
受
け
、
支
援
し
ま
す
。

【
生
活
に
お
困
り
の
方
に
は
】

　

生
活
費
・
医
療
費
・
教
育
費

な
ど
、
お
困
り
の
方
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

【
子
ど
も
の
こ
と
】

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
方
の
福
祉
に
関
す

る
相
談
や
援
助
を
し
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
と
は
】

　

市
内
に
は
４
人
の
主
任
児
童

委
員
が
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に

担
当
し
、
児
童
福
祉
関
係
機
関

と
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委
員

と
の
連
絡
・
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
区
域
を
担
当
す
る
児
童

委
員
の
活
動
に
対
し
て
援
助
・

協
力
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
主
任
児
童
委
員
は
表

３
の
方
々
で
す
。

▽
退
任　

地
域
福
祉
推
進
の
た

め
長
年
活
躍
さ
れ
た
次
の
方
々

が　

月　

日
を
も
っ
て
退
任
さ

１１

３０

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

関
下
春
江
、
日
橋
敬
、
上
田

み
ど
り
、
古
谷
恒
夫
、
江
崎
安

幸
、松
尾
和
代
、永
井
惠
美
子
、

霍
田
桂
子
、
加
藤
和
枝
、
人
見

眞
理
子
、
岸
操
、
河
西
潤
子
、

石
川
玲
子
、
落
合
進
、
田
之
頭

弘
子
、
緒
方
明
未

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

�

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、

く
い

金
属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
等
の
際
に
は
、
こ
れ
ら

を
動
か
し
た
り
、
壊
し
た
り
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が 

　
新
た
に
決
ま
り
ま
し
た 

道
路
と
私
有
地
 

　
境
界
の
確
認
を

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

農
作
業
を
通
じ
て
土
に
親
し
み

な
が
ら
、
農
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
の
、
フ

２９

ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
及
び
中

央
西
市
民
農
園
の
利
用
切
り
替

え
に
伴
っ
て
、
次
の
と
お
り
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
現

２９

在
、
他
の
市
民
農
園
を
利
用
す

る
予
定
の
な
い
方
（
１
世
帯
で

１
区
画
と
し
ま
す
）

▽
利
用
期
間　

平
成　

年
２９

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

３１

月　

日
（
２
年
間
の
利
用

３１
更
新
可
能
）

▽
受
付
日
時　
　

月　

日

１２

１５

貅
〜　

日
貉
午
前
９
時
〜

２８

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

▽
申
込
み　

産
業
振
興
課

（
市
役
所
１
階
）
で
配
布

す
る
利
用
承
認
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

〈
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
〉

▽
募
集
区
画　
　

区
画
（
１
区

５５

画
の
面
積
は　

㎡
）

３０

▽
農
園
使
用
料　

１
区
画
あ
た

り
三
万
六
、
〇
〇
〇
円
（
年
額
）

〈
中
央
西
市
民
農
園
〉

▽
募
集
区
画　
　

区
画
（
１
区

７８

画
の
面
積
は　

㎡
）

１５

▽
農
園
使
用
料　

１
区
画
あ
た

り
一
万
八
〇
〇
円
（
年
額
）

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

市
民
農
園 

　
利
用
者
を
募
集
し
ま
す 

 表 1　東部地区民生委員・児童委員

担　当　区　域 新  任 ・ 
再任の別氏　　名

清原 1丁目再任飯島　裕子
清原 2丁目の一部（1～ 4号棟）及びその周辺市
道第 4号線以南再任雁部　郁代

清原 2丁目の一部（5～ 10号棟、アパート北 17
号棟）再任西脇　明美

清原 3丁目再任坂本　ふく
清原 4丁目再任渡辺　和子
湖畔 1丁目、3丁目の一部（1167～ 1170、1178
～ 1184以外）再任楯谷　和代

湖畔 2丁目再任森脇　千春
狭山 1～ 3丁目、多摩湖 4丁目再任多田　喜久子
狭山 4・5丁目新任杉本　三枝子
清水 1・3丁目再任野上　ミチ子
清水 2丁目再任岸　悦子
清水 4・5丁目新任内田　栄子
清水 6丁目再任米持　美紀恵
新堀 1丁目再任五十嵐　眞弓
新堀 2丁目再任樋口　郁子
新堀 3丁目再任鈴木　セツ子
高木 3丁目再任遠藤　芳直
高木 1・2丁目全域、湖畔 3丁目の一部（1167
～ 1170・1178～ 1184）再任五十嵐　正子

仲原 1・2丁目、向原 1丁目再任中川　葉子
仲原 3・4丁目再任闍野　恭一
向原 2丁目全域、3丁目の一部 (都営住宅以外）再任藤澤　春惠
向原 3丁目の一部（6～ 16号棟）再任神谷　哲司
向原 4丁目再任田闢　純子
向原 5丁目再任江尻　栄子
向原6丁目の一部 （958、1155～ 1414） 、 南街4丁目再任利根川　美紀子
向原 6丁目の一部（17～ 20号棟）再任土屋　文子
向原 6丁目の一部（17～ 20号棟以外）再任棚橋　清美

表  3　主任児童委員

担　当　区　域 新  任 ・ 
再任の別氏　　名

主任児童委員（東部）新任山闢　喜美子
主任児童委員（東部）再任續谷　信代
主任児童委員（西部）新任小林　恵
主任児童委員（西部）新任樫山　美智子

表 2　西部地区民生委員・児童委員

担　当　区　域 新  任 ・ 
再任の別氏　　名

芋窪 1・3丁目再任比留間　敏男
芋窪 2・4丁目新任小槫　慶藏
芋窪 5・6丁目再任中村　勝昌
上北台 2丁目新任野呂瀬　光明
上北台 3丁目、立野 4丁目新任山田　進
桜が丘１丁目の一部（西武東大和ハイツ、ステ
イツ武蔵野東大和グランパサージュ）再任平澤　広和

桜が丘１丁目の一部（西武東大和ハイツ、東京
ユニオンガーデン、ステイツ武蔵野東大和グラ
ンパサージュを除く） 、 桜が丘 2丁目の一部（市
道第 817号線以東）

再任粕谷　操士

桜が丘 1丁目の一部（東京ユニオンガーデン）再任依田　暁美
桜が丘 2丁目の一部 (市道第 704号線以西）新任松本　美弥子
桜が丘 2丁目の一部 (市道第 817号線以西～市
道第 704号線以東）再任杉内　美代子

桜が丘 3丁目の一部（市道 815号線以東）再任 闢　佳子
桜が丘 3丁目の一部（市道第 815号線以西） 、 桜が
丘 4丁目の一部（市道第 814号線西延長線以南）再任西山　清

桜が丘 4丁目の一部（市道第 814号線西延長線
以北）新任樋口　健次

蔵敷 1・2丁目新任我妻　英市
蔵敷 3丁目の一部（市道 10号線以西）・（芝中イ 
  5～ 7、19、芝中ロの全部）新任大野　霪江

蔵敷 3丁目の一部（市道１０号線以東）・（芝中イ 
  1～ 4、8～ 18、20～ 23）新任蓑田　政見

立野 2丁目、上北台 1丁目新任田中　千秋
立野 3丁目再任小林　美智子
中央 1・2丁目再任杉村　多惠子
中央 3・4丁目、立野 1丁目再任神原　久
奈良橋 1・4・6丁目新任森田　勝美
奈良橋 2・3・5丁目再任藤本　組子
南街 1丁目新任秋山　徹
南街 2丁目 1～ 40番地新任田中　正明
南街 2丁目 41～ 117番地新任佐々木　淳子
南街 3丁目新任闍橋　厚子
南街 5丁目 1～ 65番地新任金井　英子
南街 5丁目 66～ 101番地再任北田　壽美子
南街 6丁目再任船坂　紘子
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2 0 1 6 ・ 1 2 ・ 1 5�

く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー 

そ
え
る 

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

 
な
問 
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

　な
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
居
確
保
給

付
金
と
し
て
、
一
定
の
要
件

（
資
産
収
入
要
件
等
）
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
「
そ
え
る
」
の
支
援

�
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
ご

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

�
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員

が
支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
及
び
本
事
業
に
よ
る
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方

▽
開
設
日
時　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
平
日
の
み
）

１５

▽
場
所　

市
役
所
１
階
食
堂
前

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

東大和元気ゆうゆう体操で 

　健康寿命アップ 
東大和元気ゆうゆう体操は、高齢者の介護予防
と健康維持を目的に、市が市民の皆さんと一緒
に制作した体操です。この体操には、筋力アッ
プなど、効果のある動きが盛り込まれています。 
皆で体を動かして、健康寿命を延ばしましょう。 
蜴問合せ　高齢介護課・内線1179まで。 

お口の機能アップ 

大きく口を開けて、声を出しなが
ら体操することで、表情が豊かに
なり、美味しく食事を食べられる
効果が期待できます。 

バランス機能アップ 

ゆっくりとした動きや、すばやい
動きを取り入れているので、体の
バランス機能を強化し、転倒予防
の効果が期待できます。 

筋力と関節機能アップ 

体を動かすことで、歩行機能を高
め、足や腰の痛みを出しにくくす
る効果が期待できます。 
また、関節機能を高め、姿勢を良
くする効果も期待できます。 

Q．どんな体操なの？ 
ゆっくりとしたリズムの
音楽に合わせて行う6分
間の体操です。 
背伸びやお顔の体操、体
をひねる体操など、１９の
運動が取り入れられてい
ます。 

Q．どこに行けば体操ができるの？ 
現在、市内には１８の自主グループがあり、
それぞれの地域で体操を行っています。 
申込みは必要ありません。お近くのグルー
プにご参加ください（下図参照）。 

★足腰に自信のない方でも大丈夫！ 
　座位から始めてみませんか。 

東大和元気ゆうゆう体操マップ 

①向原中央地区　向原中央公園 
②湖畔地区　二ツ池公園横 
③奈良橋地区　奈良橋市民センター 
④清原地区　清原北公園 
⑤高木地区　高木公園 
⑥蔵敷地区　芝中中央公園 
⑦上北台地区　上北台市民センター 
⑧湖畔地区（座位）　湖畔集会所 
⑨清水地区　清水公園 
⑩新堀地区　新堀こども広場 
（夏季：清原市民センター） 

※日程、時間等は、高齢介護課（市役所2階）で配布している「東大和元気 
　ゆうゆう体操マップ」でご確認ください。 

⑪南街地区　協和こども広場 
⑫芋窪地区　芋窪集会所 
⑬中央地区　市役所中庭 
⑭桜が丘地区　都立東大和南公園 
⑮狭山地区　狭山4丁目アパート広場 
⑯多摩湖地区　多摩湖下えん堤前 
（通称　多摩湖広場） 
⑰向原南地区　向原南公園 
⑱清水南地区　清水こども広場 
 

市役所 

▲体をひねる体操 

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
児
童
館

や
集
会
所
な
ど
に
出
張
し
、
親

子
で
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
育
児
や

子
ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て

も
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

１
月　

日
貉

１１

湖
畔
集
会
所
、
１
月　

日
貉
清

１８

水
集
会
所
、
１
月　

日
貉
仲
原

２５

集
会
所
、
１
月　

日
貂
む
こ
う

３１

は
ら
児
童
館
（
予
約
不
要
）

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

出
張
か
る
が
も 

　
　
　
ひ
ろ
ば 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
申
請
し
、
市
役
所
で
受

け
取
り
ま
す
が
、
申
請
か
ら
約

１
か
月
間
か
か
り
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
申
請
を
す

る
方
で
、
平
成　

年
２
月
〜
３

２９

月
の
確
定
申
告
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
を
行
う
予
定
の
方
は
、
申

告
に
間
に
合
う
よ
う
に
申
請
時

期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　

申
請
に
必
要
な
写
真
の
用
意

が
難
し
い
方
を
対
象
に
、
平
日

の
み
市
民
課（
市
役
所
１
階
）
で

写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す（
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
２
時
〜
４
時
。
要
予
約
）。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　
０４２

―　

―
９
３
０
１
ま
で
。

５１６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

申
請
は
お
早
め
に 

コンビニ交付の利用停止 システムメンテナンスのため、 12月 23日貊の終日、各種証明書等のコンビニ交付の利用ができなくなります／コンビニ交
付の詳細は市のホームページをご覧ください／問合せ　市のマイナンバー専用ダイヤル� 042-516-9301 まで
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�

　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平

性
や
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
い

市職員の給与・ 
勤務条件等を 
公表します 

て
い
ま
す
。
国
や
都
は
毎
年
、

民
間
企
業
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
に
民
間
給
与
の
水
準
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
勧

告
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
こ
れ
ら

の
勧
告
や
多
摩
各
市
の
動
向
を

踏
ま
え
つ
つ
、
市
議
会
の
議
決

を
経
た
条
例
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。

【
職
員
定
数
の
適
正
化
】

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
務
事

業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
職
員
数
は
平
成

６
年
度
の　

人
を
ピ
ー
ク
に
、

６５２

平
成　

年
度
当
初
は　

人
と
な

２８

４７５

り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
（
定
員
に
つ
い
て
は
企

画
課
・
内
線
１
４
２
５
）
ま
で
。

た
だ
く
た
め
、
東
大

和
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
、
年
１
回
、
職

員
の
任
免
、
給
与
、

勤
務
条
件
、
服
務
、

研
修
等
人
事
行
政
の

運
営
の
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
給
与
決
定
の
仕
組

み
】

　

地
方
公
務
員
の
給

与
は
、
地
方
公
務
員

法
に
よ
り
、生
計
費
、

国
や
他
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
、
民
間

企
業
の
従
業
員
の
給

与
な
ど
を
考
慮
し
て

定
め
る
こ
と
と
さ
れ

（2）職員数の状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数区分
平成28年平成27年部門

0人7人7人議会

一般行政
部　　門

業務増、東京都等への派遣職員の増3人118人115人総務
東京都への派遣終了による減△1人39人40人税務
業務増、体制再編、欠員不補充0人114人114人民生

0人32人32人衛生
0人3人3人農林水産
0人5人5人商工

東京都への派遣職員の増、欠員不補充△1人36人37人土木
1人354人353人小計

教育長の身分の変更△1人83人84人教育特　　別
行政部門 △1人83人84人小計

 0人7人7人下水道
公営企業等
会計部門 体制再編、業務減0人31人31人その他

0人38人38人小計
0人475人475人合計

※職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派遣職員を
含み、一部事務組合への派遣者や臨時または非常勤の職員を除く。
※教育部門について、教育長は平成27年4月1日現在では一般職だったため、平成27年の職員数
に算入していますが、平成28年4月1日現在で特別職となったため、平成28年の職員数には算
入していません。

 ②事由別退職者数（平成27年度）
計死亡失職分限懲戒普通勧奨定年
19人0人0人0人0人2人0人17人

　②級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）
　イ．技能労務職　ア．一般行政職

計2級1級区分計5級4級3級2級1級区分

技能主任技能主事標準的な
職務内容部長課長係長主任主事標準的な

職務内容
21210職員数（人）37516429295130職員数（人）
100.0100.00.0構成比（％）100.04.311.224.525.334.7構成比（％）

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成28年4月1日現在）
計60歳～65歳50歳～59歳40歳～49歳30歳～39歳20歳～29歳20歳未満区分
505351141271201090職員数（人）

※再任用短時間職員を含む。

　④定員適正化の状況
　ア．定員適正化計画の概要　　　計画期間：平成24年度～28年度
　　　　　　　　　　　　　　　　目　標　値：平成24年度当初の職員数476人
　イ．年次別職員数（実績）の概要（各年4月1日現在、単位：人）

28年（4年目）27年（3年目）26年（2年目）25年（1年目）区分
部門

12616前年比
一般行政

354353351345職員数
01△4△3前年比

特別行政
83838286職員数
0△101前年比公営企業等

会計 38383939職員数
12214前年比

合計
475474472470職員数

※特別行政部門の職員数には、教育長を含まない。

■ 2　職員の試験及び選考状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）職員採用試験の実施の状況（平成27年度）

平成27年4月実施

合格者数受験者数応募人数職種

2人 5人 5人 土木技術

平成27年9月実施

合格者数受験者数応募人数職種

14人505人587人一般事務

0人2人3人一般事務
（身体障害者）

0人8人9人保健師

（2）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成27年度）

　平成28年4月1日付け昇任

合格者受験者・対象者資格対象職層区分

4人43人主事職の経験が6年以上で、年齢が28歳以上
34歳未満主事職主任職昇任試験

13人22人主事職の経験が8年以上で、年齢が34歳以上主事職主任職昇任選考

3人3人主任職昇任試験の合格者であること主任職係長職昇任選考A
6人121人主任職の経験が1年以上で、年齢が36歳以上主任職係長職昇任選考B
7人56人係長職の経験が5年以上係長職課長職昇任選考

■ 3　職員の給与の状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）人件費の状況（平成27年度一般会計決算）

人件費率
B／A人件費B実質収支歳出額A住民基本台帳人口

28年1月1日現在

14.3％4,406,552千円1,273,262千円30,732,079千円86,101人

※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含む。
※数値は、平成27年度地方財政状況調査の数値です。

（2）職員給与費の状況（平成27年度一般会計決算）

1人当たり
給与費
B／A

給与費職員数　A
27年4月1日
現在 計　B期末・勤勉手当職員手当給料

6,057千円2,816,469千円702,877千円418,700千円1,694,892千円465人

※職員手当には、退職手当を含まない。国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢
者医療の各事業については、特別会計となりますので、上記の数値には含まない。
※再任用短時間職員分を含む。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

27年26年区分

099.5101.6東大和市

100.5102.5東京都

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数です。

（4）一般行政職給料表の状況（平成28年4月1日現在）　　　　　 　　　　　　　　　（単位：円）

5級4級3級2級1級

479,100284,000224,800198,500140,3001号給の
給料月額

508,900455,000415,100362,500325,500最高号給の
給料月額

（5）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）

技能労務職一般行政職
区分 平均年齢

（歳）
平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

平均年齢
（歳）

平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

52.4
413,065

350,15240.5
404,313

310,184東大和市
406,916369,525

48.8
395,396

292,72941.6
452,041

316,682東京都
364,033398,107

50.2328,318289,14143.5408,996334,283国

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手
当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、上段は、これらの全ての諸手当込みのも
のであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。また、下段は、国家公務員の平均給
与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないことから、比較のため国家公
務員と同じベースで再計算したものです。

〈次ページへつづく〉

■ 1　職員の任免及び職員数に関する状況 ■■■■■■■■■■■■■

（1）職員の任免の状況
①採用者数及び退職者数の状況（平成27年度）

退職者数採用者数
区分

28年3月31日27年4月1日～
28年3月30日

（参考）　　
28年4月1日

27年4月2日～
28年3月31日27年4月1日

14人（4人）1人14人（22人）0人17人（18人）一般事務職
01人（0人）0人00人（07人）2人01人（06人）技術職
02人（0人）0人00人（02人）0人00人（01人）保育士
00人（0人）0人00人（01人）0人0人（0人）栄養士
00人（0人）0人00人（01人）0人00人（01人）保健師
00人（0人）0人00人（01人）0人00人（01人）看護師
00人（0人）0人00人（01人）0人01人（01人）歯科衛生士
01人（2人）0人00人（02人）0人00人（04人）技能労務職
18人（6人）1人14人（35人）2人19人（31人）計

※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。
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2 0 1 6 ・ 1 2 ・ 1 5�

〈前ページのつづき〉
（6）職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国東京都東大和市区分
総合職 181,200
一般職 176,700181,200181,200大学卒

一般行政職
144,600144,600144,600高校卒
142,000142,000142,000高校卒技能労務職

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）　　　　（単位：円）
経験年数20年経験年数15年経験年数10年区分
該当者なし316,450267,300大学卒

一般行政職
該当者なし該当者なし該当者なし高校卒
該当者なし該当者なし該当者なし高校卒技能労務職

（8）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成27年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）

国東京都東大和市
区分

計勤勉期末計勤勉期末計勤勉期末
1.9750.751.2252.0250.81.2251.9750.81.1756月期
2.2250.851.3752.2750.91.3752.0750.91.17512月期
－－－－－－0.25－0.253月期
4.21.62.64.31.72.64.31.72.6計

－1,776千円1,508千円1人当たりの
平均支給額
※国、東京都、市のそれぞれに職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
※1人当たりの平均支給額は再任用短時間職員分を含む。

　②退職手当（平成28年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）
国東京都東大和市

区分
勧奨・定年普通勧奨・定年普通勧奨・定年普通
25.5562520.44523.5023.5023.5023.50勤続20年

支給率
34.582529.14531.5031.5031.5031.50勤続25年
49.5941.32545.0045.0045.0045.00勤続35年
49.5949.5945.0045.0045.0045.00最高限度額

－－
千円

22,771
（36年3月）

千円
2,101

（6年5月）

千円
23,421

（39年8月）

千円
12,112

（26年6月）

平成27年度における1
人当たり平均支給額
（ ）内は平均勤続年数

※退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手当組合
を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

支給単価主な支給対象業務手当の名称
1件 死体 5,000円
病人 3,000円

行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容等の
業務行旅死病人取扱手当

日額  1,000円感染症等の発生予防のための防疫作業防疫作業手当

日額  2,000円毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業または
農作物消毒作業危険薬物取扱手当

日額    200円市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務滞納整理事務手当

日額    200円市税賦課に必要な所得または家屋の調査事務に従事賦課調査事務手当

日額    200円ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生活
訓練、心身障害者の生活実習等の業務社会福祉業務手当

1件 　300円犬・猫等の死体等の処理犬・猫等の死体処理手当

1回  1,000円風水震災等の非常時に緊急出動した場合災害時緊急出動手当

※再任用短時間職員分を含む。

⑥その他の手当（平成28年4月1日現在）

内容及び支給単価
手当名

国東京都東大和市

配偶者   　　　   13,000円
配偶者以外 　　    6,500円
特定期間の加算     5,000円

配偶者 　　　　13,500円
配偶者以外 　 　6,000円
特定期間の加算   4,000円

配偶者　　 　　13,500円
配偶者以外　  　6,000円
特定期間の加算   4,000円

扶
養
手
当

借家　   （最高）27,000円

世帯主等のうち、満34歳
に達する日以後の最初の3
月31日までの間にある者
で自ら居住するための住
宅 を 借 り 受 け、月 額
15,000円以上の家賃を支
払っているもの

月額15,000円

世帯主等のうち、満34歳
に達する日以後の最初の3
月31日までの間にある者
で自ら居住するための住
宅 を 借 り 受 け、月 額
15,000円以上の家賃を支
払っているもの

月額15,000円

住
居
手
当

役職の区分別に定められた
額を支給（例　本府省課長
130,300円）

役職の区分別に定められ
た額を支給（例.本庁部長
128,600円、本 庁 課 長
92,600円）

部長及び局長 　95,000円
参事　　　　 　83,000円
課長及び副参事 71,000円

管
理
職
手
当

（
特
別
調
整
額
）

役職の区分に応じて6,000
円～18,000円を支給
※6時間を超える勤務は5
割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、3,000円 ～6,000円 を
支給

役 職 の 区 分 に 応 じ て
4,000円～18,000円を支
給
※6時間を超える勤務は5
割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、2,000円～6,000円を
支給

参事（部長・局長） 12,000円
参事（上記以外） 10,000円
副参事　　　　 10,000円
※6 時間を超える勤務は 
5 割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、
参事（部長・局長） 6,000円
参事（上記以外）  5,000円
副参事　　　 　  5,000円

管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当

勤務の態様に応じ、2,100
円～21,000円を支給

勤務の態様に応じ、3,000
円～30,000円を支給1回 　　　 　　12,000円

宿
日
直
手
当

■ 4　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ■■■■■■■■■■

（1）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
　職員の正規の勤務時間等は、次のとおりです。

週休日休憩時間正規の勤務時間
日曜日、土曜日正午～午後1時午前8時30分～午後5時15分

※児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割振り、休憩時間により難
い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（2）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として1年に20日の有給休暇が与えられます。平成27年中の
平均取得日数は、10.2日となっています。

■ 5　職員の分限及び懲戒処分の状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）分限処分の状況（平成27年度）

合計休職免職降任　　　　　　　　　　種類事由
0人0人0人勤務実績が良くない場合
7人7人0人0人心身の故障の場合
0人0人0人職に必要な適格性を欠く場合
0人0人0人廃職又は過員を生じた場合
0人0人刑事事件に関し起訴された場合
7人7人0人0人合計

※分限処分は、地方公務員法第28条の規定により、公務能率を維持することを目的として職員が
その職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して行う処分で
す。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（2）懲戒処分の状況（平成27年度）

合計戒告減給停職免職　　　　　　　　　　種類事由
0人0人0人0人0人法令等に違反した場合
0人0人0人0人0人職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合
0人0人0人0人0人全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合
0人0人0人0人0人合計

※懲戒処分は、地方公務員法第29条の規定により、公務における規律と秩序を維持することを目
的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

　③地域手当（平成28年4月1日現在）
402,376円支給職員1人当たり平均支給年額（27年度決算）
505人支給対象職員数
12％支給率

※再任用短時間職員分を含む。

　④特殊勤務手当（平成28年4月1日現在）
23,433円支給職員1人当たり平均支給年額（27年度決算）
23.8％職員全体に占める手当支給職員の割合（27年度決算）
　8手当の種類（手当数）

⑤時間外勤務手当

112,664千円支給実績（27年度決算）

254千円職員1人当たり平均支給年額（27年度決算）

108,496千円支給実績（26年度決算）

249千円職員1人当たり平均支給年額（26年度決算）

※再任用短時間職員分を含む。

（9）特別職等の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）

給料月額等区分

市長：895,000円　　副市長：766,000円　　教育長：710,000円給料

議長：529,000円　　副議長：484,000円　　議員：458,000円報酬

（27年度支給割合）
6月期：1.975月分　12月期：2.075月分　3月期：0.25月分　計4.30月分

市　長
副市長
教育長期

末
手
当 （27年度支給割合）

6月期：2.05月分　12月期：2.10月分　3月期：0.25月分　計4.40月分 

議　長
副議長
議　員

　　　　　　（算定方式）　　　　　　　　     　　　（支給時期）

退
職
手
当

給料月額×支給率（400／100）×勤続年数　　　　任期ごと市　長

給料月額×支給率（300／100）×勤続年数　　　　任期ごと副市長

給料月額×支給率（250／100）×勤続年数　　　　任期ごと教育長

※特別職の報酬等の額は、東大和市特別職報酬等審議会の答申に基づき条例で定められていま
す。
※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織して
います。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。
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療
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付
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■
第
二
次
東
大
和
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同

参
画
推
進
計
画
「
平
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年
度

２７

年
次
報
告
書
」
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
第
二
次
東
大
和
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男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
毎
年
、
推
進
事
業
の
実

施
状
況
の
報
告
書
を
作
成
し
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公
表
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
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閲
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は
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市
民
生
活
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市
役
所
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階
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市
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市
民
ロ
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ー
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市
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セ
ン
タ
ー
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館
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書
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で
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地
方
教
育
行
政
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関
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規
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づ
き
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す
る
報
告
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し
ま
し
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。
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市
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■
「
東
大
和
の
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市
で
は
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東
大
和
市
環
境
基

本
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画
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状
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と

め
た
「
東
大
和
の
環
境
（
平
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年
度
版
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

２７
　

こ
れ
は
、
東
大
和
市
環
境
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
東
大
和
市

環
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保
全
審
議
会
か
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答
申
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受
け
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
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市
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ホ
ー
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ペ
ー
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な
れ
ま
す
。
ま
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貸
出
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行
っ
て
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ま
す
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環
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課
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線
１
２
７

４
ま
で
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■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

平
成　

年
１
月
２
日
〜
平
成

２８

　

年
１
月
１
日
に
新
築
ま
た
は

２９増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成　
２９

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
伺
い
、
家
屋
の
床
面

積
や
内
部
・
外
部
の
使
用
資

材 
・

    

仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ
せ

　て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

該
当
す
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
確
認
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

／
課
税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま

で
。

■
固
定
資
産
（
土
地
）
の
現
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
毎
年
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
土
地
の
現
況
確
認

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
税
額
を

算
出
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査

で
す
。　

　

調
査
は
、
身
分
証
明
証
を
携

行
し
た
市
の
職
員
が
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
／
課
税
課
・
内
線
１

０
５
７
ま
で
。

■
償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家

屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
構
築
物

や
機
械
、
備
品
等
に
も
償
却
資

産
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で

２９

償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
、
償
却
資
産
の
内
容
等
を

ご
申
告
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
申
告
さ
れ
て
い
る
方
、

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
に
、

平
成　

年
度
の
申
告
書
を
郵
送

２９

し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
申
告
書
が
届
か
な

い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

１
月　

日
貂
／
申

３１

告
場
所　

課
税
課
（
市
役
所
１

階
）
／
課
税
課
・
内
線
１
０
５

８
ま
で
。

■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
で
活

き
る
！
」
〜
第
３
回
「
と
も
に

成
長
す
る
企
業
」

　

働
く
場
所
と
住
む
場
所
が
異

な
る
「
都
会
の
暮
ら
し
」
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、

自
身
の
地
域
を
振
り
返
り
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
、

実
際
に
起
業
さ
れ
た
方
を
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
お
招
き
し
、

お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

多
摩
地
域
在
住
の
方
／
１
月

　

日
貍
午
後
１
時　

分
〜
５
時

１４

３０

／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
／　

人
（
申
込
順
）
／　

３０

５００

円
（
懇
親
会
費
含
む
）
／
申
込

方
法
等
の
詳
細
は
、 
「
中
小 
機

　

構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
中
小

企
業
大
学
校
東
京
校
ビ
ジ
ネ
ス

ト
担
当
�　

―　

―
１
１
９
５

０４２

５６５

へ
。

祝日のごみ収集 12月 23日貊のごみ収集は、ごみ排出カレンダーのとおりです／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで。
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◎
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

祝
日
等
 

　歯
科
応
急
診
療
 ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ●  

　

東
大
和
市
で
は
、
高
額
な
特

定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び

顕
微
授
精
）
を
受
け
る
方
に
対

し
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
東
京
都
が
実
施
し
て

い
る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制

度
に
加
え
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成　

年
４
月
か
ら
、

２７

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
「
精
巣
内
精
子
生
検
採
取

法
等
に
係
る
医
療
費
助
成
」
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ

の
助
成
を
同
時
に
受
け
た
方
も
、

現
行
制
度
の
特
定
不
妊
治
療
の

助
成
額
に
加
え
、
３
万
円
を
上

限
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
助
成
対
象
者　

東
京
都
特
定

不
妊
治
療
の
助
成
承
認
決
定
を

受
け
た
市
民
の
方

▽
申
請
に
必
要
な
書
類　

東
京

都
特
定
不
妊
治
療
の
決
定
通
知

の
写
し
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
の
写
し
、

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
、
振

込
口
座
の
口
座
番
号
と
口
座
名

義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
、

申
請
者
の
印
鑑

※
申
請
書
等
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

武
蔵
大
和
駅 

多摩湖通り 

武蔵大和駅前 
郵便局 豊田歯科 

クリニック 

や
ま
も
も
通
り 

　
　

月
及
び
年
末
年
始
の
診
療

１２
日
と
担
当
歯
科
医
院
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。

�　

月　

日
貊
と
１
月
３
日
貂

１２

２３

／
片
山
歯
科
医
院
／
南
街
５
―

　

―　

メ
ゾ
ン
東
大
和
１
階
（
�

９７

１２

　

―　

―
０
１
０
５
）

０４２

５６１

�　

月　

日
貅
／
豊
田
歯
科
ク

１２

２９

リ
ニ
ッ
ク
／
清
水
３
―　

―
５

７７４

Ｎ
Ｓ
ビ
ル　

号
（
�　

―　

―

１０１

０４２

５６７

０
７
５
４
）

�　

月　

日
貊
／
小
池
歯
科
医

１２

３０

院
／
南
街
４
―
１
―
１
根
岸
南

ビ
ル
２
階
（
�　

―　

―
９
１

０４２

５６３

０
０
）

�　

月　

日
貍
／
清
原
歯
科
医

１２

３１

院
／
清
原
２
―
１
２
５
８
―　
１４

東
大
和
ビ
ル
１
階
（
�　

―　
０４２

５６２

―
６
１
２
２
）

�
１
月
１
日
豸
／
大
原
歯
科
医

院
／
南
街
６
―
１
―
５
ト
リ
コ
・

ロ
ー
ル
西
川
２
階
（
�　

―　
０４２

５６１

―
６
１
６
０
）

�
１
月
２
日
豺
／
古
瀬
歯
科
医

院
／
清
水
３
―　

―
９
ラ
・
ヴ

７９９

ィ
オ
ー
ル
１
階
（
�　

―　

―

０４２

５６５

４
１
８
９
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
歯
科
医
療
機
関

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

片山歯科医院 

青
梅
街
道 

桜街道 

銀行 

ロー
タリー

 

東大
和市
駅 

第二
小学
校 

大原歯科医院 富士
見通
り 

桜街道 東大和市駅 東大和市ロンド 桜が丘フィールド 

小池歯科医院 

ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド 

ハミング 
ホール 

東
大
和
市
駅 

青
梅
街
道 

江戸街道 

清原歯科医院 

け
や
き
通
り 

第六小学校 

古瀬歯科医院 

や
ま
も
も
通
り 

多摩湖通り 

武
蔵
大
和
駅 

武蔵大和駅前 
郵便局 

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成 



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 6 ・ 1 2 ・ 1 5�

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４
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インフルエンザやノロウイルス等
　　　　　　の感染症を予防しましょう
～手洗い・うがい・ 咳 エチケット～

せき

　
　気温や湿度の低下とともに、インフルエ
ンザやノロウイルス等、冬の感染症が流行
する季節になりました。感染症から身を守
るため、次のことを心がけましょう。
【感染予防のポイント】

　どのウイルスであっても予防のポイント
� ������������������

は変わりません。
� ��������

１．こまめな手洗いを習慣づけましょう。
特に排便後や調理・食事の前は、その都度、
石けんと流水で十分に洗いましょう。固形
� ������

石けんではなく、液体・泡などのポンプ式
のものが、１回ごとの使い切りとなるので
おすすめです。手を拭く時は、使いきりの
ペーパータオルなどが衛生的です。ハンカ
チ・タオル等は、雑菌が繁殖しやすいため、
こまめに交換し、清潔なものを使うように
しましょう。

２．外から帰ったら、うがいをしましょう。
うがいは、口の中の雑菌を減らし、のどに
うるおいを与え、病原体の増殖を防ぎます。

３．咳・くしゃみは、口をおおうようにし
ましょう。咳は約２メートル、くしゃみは
更に長い距離まで飛び散ります。とっさの
時は、肘の内側で口をおおう方法が手への
付着を防ぐため、おすすめです。

４．マスクをしましょう。体調が悪い時や
咳やくしゃみが続く時はマスクをつけ、ウ
イルスの飛び散りを減らし、口やのどの乾
燥を防止するようにしましょう。マスクも
衛生的なものを使いましょう。
　感染症の予防には、手洗い・うがいの他、
十分な休養やバランスのよい食事などの生
活習慣を整え、日頃から免疫力・抵抗力を
備えておくことが大切です。
　健康に関する相談・問合せは、市立保健
センター�０４２-５６５-５２１１まで。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
向
け

年
末
調
整
個
別
指
導
会

開
催
日　
　

月　

日
貉
・　

日

１２

２１

２２

貅
・　

日
豺
、
１
月
６
日
貊
・

２６

　

日
貂
・　

日
貅
・　

日
貊
・

１０

１２

１３

　

日
豺
〜　

日
貅
い
ず
れ
も
午

１６

１９

前　

時
〜
午
後
４
時
／
場
所

１０
商
工
会
／
給
与
支
払
明
細
書
、

扶
養
控
除
等
申
告
書
、
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
の
控
除
証

明
書
、
社
会
保
険
料
等
の
払
込

証
明
書
類
、
納
付
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
／
商
工
会
�　

―　
０４２

５６２

―
１
１
３
１
へ
。

■
「
東
大
和
就
職
情
報
室
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

東
大
和
就
職
情
報
室
（
市
役

所
５
階
）は
、国
と
東
大
和
市
が

連
携
し
た
地
域
密
着
型
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
し
て
職
業
相
談
・

紹
介
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の

求
人
検
索
機
に
よ
り
、
全
国
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
が

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
の
各
種

セ
ミ
ナ
ー
や
面
接
会
な
ど
に
関

す
る
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
祝
日
は
除
く
）
に
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
東
大

和
就
職
情
報
室
・
内
線
１
１
９

４
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
東
大
和

市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
向
け

研
修
「
日
々
の
対
応
か
ら
振
り

返
る
」

　

利
用
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
・
苦
情
な
ど
に
対
し
、
適

切
に
対
応
で
き
て
い
た
か
に
つ

い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

か
ら
の
苦
情
相
談
に
対
応
し
て

い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
の
職
員
が
お
話
を
し

ま
す
。

対
象　

市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
・
保
育
所
等
／

１
月　

日
貅
午
後
１
時　

分
〜

１２

３０

３
時
（
１
時　

分
か
ら
受
付
）

１５

／
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
／

　

人
（
申
込
順
）／
講
師　

高
山

３０和
久
氏
／
申
込
み　

１
月
６
日

貊
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

あ
ん
し
ん
東
大
和
�　

―　

―

０４２

５９０

０
０
１
８
へ
。

■
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通
安
全

講
習
会
を
行
い
ま
す

　

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会

で
は
、
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通

安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
か
わ
い
い
動
物
た
ち
が
交

通
ル
ー
ル
の
説
明
を
す
る
と
い

う
内
容
で
、
聴
講
者
か
ら
は
分

か
り
や
す
い
と
大
好
評
で
す
。

　

講
習
会
の
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
町
会
や
保
育
園
・

幼
稚
園
等
か
ら
、
交
通
安
全
講

習
会
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

講
習
内
容　

子
ど
も
向
け
交
通

安
全
教
室
、
高
齢
者
向
け
交
通

安
全
教
室
／
東
大
和
地
区
交
通

安
全
協
会
�　

―　

―
６
１
６

０４２

５６５

１
へ
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※　

月　

日
の
土
曜
収
納
窓
口

１２

３１

は
お
休
み
し
ま
す
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　12月26日（月） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第3期 

・国民健康保険税 第6期 

・介護保険料 第6期 

・後期高齢者医療保険料 第6期 

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

□
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
�
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
オ
フ
ィ
ス 
サ

フ
ァ
イ
ア
）
／　

月　

日
貂
午

１２

２０

後
５
時　

分
〜
７
時
／
■場
ハ
ミ

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／　

人（
申
込
順
）

３００

／
会
場
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
／
■費
 

二

千
五
百
円
〔
車
い
す
や
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
使
用
の
方
等
の
付
添

人
は
無
料
（
人
数
制
限
有
り
）〕

／
収
益
金
は
市
福
祉
等
に
寄
付

し
ま
す
／
■申
 

オ
フ
ィ
ス 
サ
フ

ァ
イ
ア　

―
９
１
０
７
―
９
６

０９０

８
４

□
第　

回
市
民
講
座
「
怖
い
め

１５

ま
い
・
怖
く
な
い
め
ま
い
―
め

ま
い
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

―
」（
東
大
和
市
医
師
会
）／
１

月　

日
貍
午
後
２
時　

分
か
ら

２１

３０

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／　

人
３００

／
■講
 

山
本
昌
彦
／
■問
 

東
大
和
市

医
師
会　

―　

―
４
１
１
４

０４２

５６３

□
中
小
企
業
の
退
職
金　

国
の

制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
／
中

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ら
、

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。
掛
け
金
は
全
額
非
課
税

で
、
手
数
料
も
不
要
で
す
。
社

外
積
立
型
な
の
で
管
理
が
簡
単
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
加
入

で
き
ま
す
／
■問
 

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

０３□
感
染
研
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
く

ら
し
に
役
立
つ
病
気
の
知
識
―

お
年
寄
り
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
肺
炎
か
ら
守
る
―
」（
国
立
感

染
症
研
究
所
村
山
庁
舎
）
／
１

月
７
日
貍
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

１５

分
（
受
付
は
９
時　

分
か
ら
）

３０

／
■場
国
立
感
染
症
研
究
所
村
山

庁
舎
／
■問
 

同
庁
舎　

―　

―
０

０４２

５６１

７
７
１

������������������������������������

���������������������������������������������������

◎
市
教
育
委
員
会 

巡
回
相
談
員（
嘱
託
員
）

　
　
　
を
募
集
し
ま
す 

▽
応
募
要
件　

臨
床
心
理
士
、

臨
床
発
達
心
理
士
ま
た
は
特
別

支
援
教
育
士
資
格
を
有
す
る
方

▽
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
、
１
日
７
時
間

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
火
・
金
曜
日
の
勤
務
は
必
須

▽
勤
務
場
所　

教
育
委
員
会
及

び
市
内
の
小
・
中
学
校
等

▽
勤
務
内
容　

特
別
な
支
援
が

必
要
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ

の
就
学
相
談
、
巡
回
相
談
等

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
報
酬　

時
給
二
、
〇
〇
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成　

年
４
月

２９

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

３０

３１

（ 
市

    

の
規
定
に
よ
る
更
新
有
）

　▽
選
考
日
時
・
内
容　

１
月　
２８

日
貍
午
前
９
時
か
ら：

論
文
試

験
及
び
面
接
試
験

▽
募
集
要
項
の
配
布
・
応
募
受

付　
　

月　

日
貅
〜
１
月　

日

１２

１５

２５

貉
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
／
学
校
教
育
課
（
市
役
所
５

階
）

※
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
応
募
の
際
は
、
原
則
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
に
よ

る
受
付
を
希
望
の
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ 
学
校
教
育
課
・
内
線

１
５
２
６
ま
で
。

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

〈
一
般
書
〉

�
そ
の
雪
と
血
を

ネ
ス
ボ 
　
　
ジ
ョ
ー 
著

 　，

�
栄
光
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー
列
伝

　
　
　
　

平
松 
さ
と
し 
著

�
観
察
力
を
磨
く
名
画
読
解

ハ
ー
マ
ン 　　　
　
　

 　，

エ
イ
ミ
ー
・　
 
著
E.

�
写
真
家
ナ
ダ
ー
ル　
　
　

　
　

小
倉 
孝
誠 
著

〈
児
童
書
〉

�
空
飛
ぶ
リ
ス
と
ひ
ね
く
れ

屋
の
フ
ロ
ー
ラ

 
デ
ィ
カ
ミ
ロ 
　
　
ケ
イ
ト 
作

 　，

�
ひ
ま
な
こ
な
べ

       
萱
野 
茂 
文

〈
録
音
図
書
〉

�
親
を
送
る
   
井
上 
理
津
子 
著

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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●よしもとお笑いまつり in
東大和
　出演   中川家、FUJIW ARA、
NON STYLE、佐久間一行な
ど（予定）※都合により出演者
が変更となる場合があります。
　平成 ２９  年３月４日貍 午後
７時 ３０ 分開演／大ホール
全席指定／前売券３,５００円
（当日券４,０００円）／４歳以
下のひざ上鑑賞は無料（席が
必要な場合は有料）／チケッ
トは、平成２９年１月６日貊に
友の会先行予約（電話のみ）、
１月７日貍 から電話予約及
び窓口販売を開始します。

新規に発売する自主事業

 

●三遊亭円楽・林家たい平二
人会
　平 成  ２９  年２月 １１ 日（祝日）
午後２時開演／大ホール
全席指定／ 一 般３,５００円（友
 の 会３,０００円）／未就学児童
の入場はご遠慮ください。
●ライブエンタテインメント
ワークショップ東大和発！ア
クションクラブ PROJECT
「バク転に挑戦しよう！未来
のアクションスター募集」
　対象　小学 3 年生以上／平
成 29 年 1 月 22 日～ 4 月16 日
の毎週日曜日（ 1 月 29 日、
2 月 12 日、2 月 26 日は除く
全 10 回）午後 7 時～ 9 時／
直前リハーサル　4 月 20 日
貅午後 7 時～ 9 時／発表ステ
ージ　平成 29 年 4 月に市内
イベントで発表（予定）／受
講料　10,000 円 ／ 定員　15
人／講師　角田明彦（アクシ

チケット発売中の自主事業 ョンコーディネーター）／事
前申込制〔平成 29 年 1 月 13
日貊必着〕。窓口または往復は
がきでお申し込みください。
申込方法等の詳細は、お問い
合わせください。

 

●第190回ロビーコンサート
師走「二本のフルートによる
ポピュラーコンサート」
　12月21日貉 正午開演／入
場無料
　
 

　市民を対象とした調整会議
は、 平成 ２９ 年１月５日 貅午
後１ 時 ３０ 分から行います。
　なお、１２月２８日貉 ～平成２９
年１月４日貉は、年末年始の
休館とさせていただきます。

ロビーコンサート

１月の施設利用の申込み
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■
所
得
税
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど

の
老
齢
（
退
職
）
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
収
入
は
、
雑

所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
老
齢
年
金
な
ど
の

額
が　

歳
未
満
で
一
〇
八
万
円

６５

以
上
、　

歳
以
上
で
一
五
八
万

６５

円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

　

年
１
月
か
ら　

月
中
に
老
齢

２８

１２

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
全
員

に
、
平
成　

年
１
月
中
に
源
泉

２９

徴
収
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
２
つ
以
上

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
や

年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る
方
が

確
定
申
告
す
る
時
、
ま
た
、
源

泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け
る

時
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の

で
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た

は
、
立
川
年
金
事
務
所
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
及
び
遺
族

年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
の
た

め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
が
退
職
（
失
業
）

し
た
場
合
、
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
行
い
、月
額
一
万
六
、

二
六
〇
円
（
平
成　

年
度
）
の

２８

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、退
職（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
方
の

所
得
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申込対象月施設名
平成３０年１月大・小ホール
平成２９年７月その他の施設

東やまと産業まつり
　11月 5 日・6 日に東やまと産業まつりが開催
され、私も実行委員の1人として参加しまし
た。天候にも恵まれ、例年以上ににぎやかな 2
日間でした。また、「東京2020オリンピック・
パラリンピックフラッグツアー」が開会式直後
に実施され、市長へのフラッグ引継式に続き、
藤本隆宏氏のトークショーが行われました。藤
本氏には、競泳選手として参加したオリンピッ
クや、現在俳優として出演中の「真田丸」での
エピソード等で会場を盛り上げていただきまし
た。今回は、ステージを市役所中庭に変更し、
会場内にできたスペースを活用して猿まわし・
大道芸を4か所ほどで実施し、多くの家族連れ
に大好評でした。なかでも、子猿とのハイタッ
チには子どもたちが目を輝かせていました。ま
た、ステージでも、市内で活躍する吹奏楽団や
太鼓、そして大和富士幼稚園・第二中学校・都
立東大和南高校の児童や生徒にパフォーマンス
を披露してもらい、大変盛り上がったステージ
でした。農業部門でも、最近の野菜の価格高騰
もあり、 6 日の宝船の宝分けは大盛況で、多く
の市民がつめかけました。また、姉妹都市の喜
多方市、さらには神津島からも参加していただ
き、まつりに花を添えていただきました。
　東やまと産業まつりも 47 回を数え、スター
トの頃と比べ内容も様変わりしています。市内
の様子も、大型店の出店や農地の宅地化などで
違った景色になり、商工業や農業も時代と共に
大きく変化してきました。市内の商店や農家は
減少傾向ですが、今も市内の産業は元気がある
ということをアピールできた 2 日間でした。
　ちょっと疲れましたが、とてもいい疲労感で
した。来年も商工業・農業ともに、多くの市民
に元気を発信できるようにがんばります。そし
て、たくさんの笑顔を感じたいと思います。

（市民記者　鈴木富雄）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ
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告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

飲酒運転を根絶しよう！

　飲酒運転は、重大事故に直結する悪質な犯罪です。また、
運転をしない方でも、次の場合は処罰の対象となります。
�飲酒運転をするおそれのある人に対して、車両または酒
　類を提供すること。
�ドライバーが飲酒運転していることを知りながら、車両　
　に乗せて くれるよう 、依頼・要求して車両に同乗すること 。
�問合せ　東大和警察署 �042-566-0110へ。


